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要  約 

管理栄養士養成課程の｢栄養教育論実習｣における模擬栄養教育で行うプレゼンテーションの評価について、前報で、

ルーブリック評価を導入する案を示し考察した。継続しそれ以外の実習課題についてルーブリック表を試案した。 

ルーブリック表は｢課題｣｢評価尺度｣｢評価観点｣｢評価基準｣で構成し、｢評価観点｣に実習課題(題材)のねらいを示し、

｢評価基準｣は客観的な見方・考え方を表現するように配慮した。学習者は｢評価観点｣を目指して実践を積むことによっ

て、最終的な総合評価に繋げられると考察した。評価基準の表現は学習者が公平に解釈できるよう今後も検討していく。 
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１.はじめに  

栄養教育論実習における実習方法と教育効果を主題と

した考察は７報目となり、前報 1) に続き学習成果を客観

的に評価する方法について提案することを目的とした。 

栄養士法に準ずる｢管理栄養士・栄養士のための栄養学

教育モデルコアカリキュラム 2）｣では、管理栄養士課程

における｢必須の実践的能力(知識・技能・態度)｣の到達

目標に基づき、「多様な場における栄養教育の実践」とい

う項目が示されている。栄養教育論の講義で得た知識を

基に、実践の技能を習得する手段は実習であり中でも｢模

擬栄養教育のプレゼンテーション｣を重視したい。プレゼ

ンテーションの評価はルーブリック評価法 3)が適すると

前報 1) で提案したことに続き、本報は他の実習課題につ

いてもルーブリック表を試案し、実習課題の具体的な評

価基準を示し実習のねらいと到達度を再確認した。 

 

２. 自己評価表について 

ルーブリック評価法に着目する前は、実習項目の指標

に｢～を理解している｣｢～を習得している｣などを示し、

５段階評価の「学習のカルテ」(筆者案)を用いてきた。

参照した資料は、文部科学省教職履修カルテの自己評価

シートであり｢必要な資質能力の指標｣の項目指標別に５

段階で自己評価点を記入させる様式 4)である。基本的な

自己評価シート(５段階評価)の例を、表１に示す。 

 

自己評価シートの詳細は、本表題の副題(1)～(6)5-9)､1)の

副題(3) 7)で報告した。「模擬栄養教育のプレゼンテーシ

ョン」は、学習者が発表者となりその技能を評価する。

プレゼンテーションは聴く側の立場になって話すという

技能が求められるが、発表者は主観的な尺度で自己評価

をするのではないかと考え、点数の説明が必要となった。 

表２は基本的なルーブリック表 (評価尺度３) 例10)の

引用で、学習の達成度(成功の度合い)を評価する場合に

用いる。｢課題｣と｢評価観点｣を明記し、｢評価尺度｣と｢評

価基準｣で構成するマトリックスの表である。一般的には、

縦列に｢評価観点(課題が求める具体的な知識や技能等)｣

を、横列に｢評価尺度(達成度３～５点)｣を置き、｢評価観

点｣と「評価尺度」のクロス枠に、｢評価基準｣の具体的な

フィードバック内容の説明を記す。栄養教育論実習のプ

レゼンテーションについては｢評価尺度｣を５段階とし、

｢評価観点｣は実習題材のねらいに対応させ、評価観点別

に｢評価基準｣の説明を示した表を作成することにした。 

 
表１．基本的な自己評価シート (５段階評価) の例 

必要な資質能力についての自己評価 

必要な資質能力の指標   自己評価 

項目 1 指標(～を理解している) １・２・３・４・５ 

項目 2 指標(～を習得している) １・２・３・４・５ 

項目 3 指標(～が身についている) １・２・３・４・５ 

出典：文部科学省教職履修カルテの自己評価シート 4)を改変 
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表２．基本的なルーブリック表 (評価尺度３) 例 

課題：〇〇〇 

 評価尺度 1 評価尺度 2 評価尺度 3 

評価観点 1 評価基準 1-1 評価基準 1-2 評価基準 1-3 

評価観点 2 評価基準 2-1 評価基準 2-2 評価基準 2-3 

評価観点 3 評価基準 3-1 評価基準 3-2 評価基準 3-3 

評価観点 4 評価基準 4-1 評価基準 4-2 評価基準 4-3 

出典：佐藤浩章監訳,大学教員のためのルーブリック評価入門,

玉川大学出版部,2018 年,ｐ410) 

 

 

３.プレゼンテーション用のルーブリック表 

プレゼンテーション用のルーブリック表は前報1)で示

したが、評価観点別に４分割し｢評価基準｣の表現を改編

して再掲する。表２の例は｢評価尺度｣が横列であるが、

５段階尺度が本稿の横幅に収まらないため、横列と縦列

を入れ替えて示す。表３のプレゼンテーション①～④は、

｢評価観点｣を「内容に関わる知識」｢内容に関わる資料

(図・表)｣｢発表態度：アイコンタクト｣｢発表態度：声・

意思｣の４項目に分けたものである。｢評価観点｣は｢～が

できる」という表現で実習のねらいを記し、｢評価基準｣

を1～５の尺度に合わせて客観的な表現に配慮した。 

ルーブリック評価については、平成28年文部科学省「総

則・評価特別部会の資料6-2 (学習評価に関する資料) 11)｣

の学習評価の方法について多様な評価方法の研究や取り

組みの中でも紹介された。紹介文の一部を引用すると、

｢成功の度合いを示す数レベル程度の尺度とそれぞれの

レベルに対応するパフォーマンスの特徴を示した評価基

準からなる評価基準表11)｣とあり、プレゼンテーションを

含む技術面の評価に適した評価表であると確認した。 

表３の｢評価観点｣に対応させた｢評価基準｣の客観的な

表現について説明する。プレゼンテーション①の「内容

に関わる知識」の観点は、｢知識を得ている」ことに加え

｢質問に答えることができる｣をねらいとしたので３点を

中間とし、２点,１点の語尾は｢答えることができない｣、

４点、５点の語尾は｢答えることができる｣とし、細部の

表現で段階の程度を区別した。プレゼンテーション②の

｢内容に関わる資料(図・表)｣の｢評価観点｣は｢資料を検討

することができる｣がねらいなので、３点は｢図・表を使

用している｣と中間におき、４点は、図表を作成する技能

を含め｢プレゼン内容に関わる数値を視覚的にわかりや

すくするように図表化することができる｣とし、５点は概

念を視覚的にわかりやすくすることも加えて４点を超え

る表現とした。プレゼンテーション③④｢発表態度：アイ

コンタクト｣と｢声・意思｣は、話す技能・態度に関わり、

３点を中間とし、２点,１点はマイナスの表現に、４点,

５点はプラスの表現とした。 

表３．プレゼンテーション①～④のルーブリック表 

プレゼンテーション① 「内容に関わる知識」 

評価観点 

 

評価尺度(点) 

プレゼン内容に関わる知識を得ていて、質問に

答えることができる。 

1 内容に関わる知識がかなり乏しく、質問に答え

ることができない。 

2 内容に関わる知識が乏しく、質問に答えること

ができない。 

3 

 

内容に関わる知識に自信がなく、初歩的な質問

には答えることができる。 

4 

 

内容に関わる知識を得ていて、プラスの質問の

一部について答えることができる。 

5 

 

内容に関わる知識を十分に得ていて、プラスの

質問に詳しく答えることができる。 

 

プレゼンテーション② 「内容に関わる資料(図・表)」 
評価観点 

 

評価尺度(点) 

プレゼン内容に関わる資料(図・表)を検討する

ことができる。 

1 プレゼン内容に関わる図・表はわかりやすいと

いうことに気づいていない。 

2 プレゼン内容に関わる図・表を使用していない。 

3 プレゼン内容に関わる図・表を使用している。 

4 

 

プレゼン内容に関わる数値を視覚的にわかりや

すくするように図表化することができる。 

5 

 

プレゼン内容に関わる概念や数値を視覚的にわ

かりやすくするよう図表化することができる。 

 

プレゼンテーション③ 「発表態度：アイコンタクト」 
評価観点 

 

評価尺度(点) 

発表態度のアイコンタクトを意識してとること

ができる。 

1 資料を読むだけで、アイコンタクトをとろうと

しない。 

2 資料を読むだけで、アイコンタクトをとること

ができない。 

3 

 

ほとんど資料を読んでいるが、時々、アイコン

タクトをとることができる。 

4 

 

ほとんど資料を見ているが、アイコンタクトを

とることができる。 

5 

 

資料はほとんど見ていないで、アイコンタクト

をとることができる。 

 

プレゼンテーション④ 「発表態度：声・意思」 
評価観点 

 

評価尺度(点) 

発表態度の声は聞きやすく、相手に伝える意思

を態度に表すことができる。 

1 声は聞きづらく、相手に伝える意思が全く感じ

られない。 

2 声は聞きづらく、相手に伝える意思が感じられ

ない。 

3 

 

声は聞こえていて、相手に伝える意思があるこ

とがわかる。 

4 声は聞きとりやすく、相手に伝える意思がある

ことがよくわかる。 

5 

 

声は聞きとりやすく、相手に伝える意思がある

ことがはっきりとわかる。 

 

４.実習課題と題材とねらい 

管理栄養士養成施設における各科目の授業計画に示す

目的・到達目標は、栄養士法と平成14年施行の厚生労働

省令｢栄養士法施行令の一部を改正する政令等の施行(平

成13年厚生労働省,健医発第936号,参考212）)｣に関わる教

育目標に則り認可されたものである。 
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栄養教育論実習を担当するにあたり工夫していること

は、実習課題(大項目)の中に複数の実習題材(小項目：課

題を構成する要素)を組み合わせて基礎から応用へと進

め、授業計画13）に示す目的・到達目標を達成できるよう

に全体を構成することである。学習者は題材の説明を聴

き演習形式でワークシートを作成し、グループで討議や

プレゼンテーションなどを体験し栄養教育の方法を身に

つける。授業計画の下に実施する実習課題(大項目)は、

大きくまとめると５項目となり題材(小項目)のねらいは

｢～ができる」という表現で表４に示した。学習者は題材

を単にこなすのではなく、ねらいの説明を解釈して到達

目標に近づくためにはどのようなことができればよいの

か意識し、具体的には期待される観点を目指して何を知

識とし、どのような技能を身に付けてどのような態度を

とるのかというガイドラインにもなる。題材のねらいの

達成は、全課題に関わる実践力(知識・技能・態度)に繋

がり総合的な到達目標の達成となる。ルーブリック表の

｢評価観点｣には、題材のねらい｢～ができる」をそのまま

転記することにした。 

 

表４.実習課題と実習題材・ねらい 

実習課題(大項目)  

(知識・技能・態度) 

実習題材(課題を構成する要素)の目

標 ｢ねらい(～ができる)｣ 

1.集団教育実践:大学

生の食生活上の課題

についてのグループ

学習・討議の実施 

 

1-①集団の食生活データを評価し

6・6式討議により食事改善法のため

の教育方法を提案できる。 

1-②食事記録･問診・生活行動等につ

いて分析し活用できる。 

1-③測定・調査、食事摂取基準値等

を理解し活用できる。 

2.集団の教育形態の

体験学習：対象特性別

集団栄養教育計画の

実施(ライフステージ

別、肥満・糖尿病・脂

質異常症など) 

2-①集団の対象者の特性を理解し栄

養教育計画を作成することができ

る。 

2-②集団の対象者の栄養教育計画に

沿った教材を作成し活用することが

できる。 

3.個人の教育形態の

体験学習：栄養カウン

セリングの体験、栄養

教育教材作成 

3-①栄養カウンセリングの場面で栄

養士の役割演技ができる。 

3-②栄養カウンセリングの栄養教育

教材を作成し活用することができ

る。 

4.グループによる対

象特性別集団と個人

栄養教育計画の作成 

：アセスメントのため

の情報収集、栄養計

画・栄養教育プログラ

ム作成・教材作成  

4-①集団・個人のアセスメント情報

の収集・分析がグループでできる。 

4-②集団・個人の栄養教育プログラ

ムと教材作成の意見交換がグループ

でできる。 

4-③集団・個人の栄養教育教材をグ

ループで作成できる。 

5.グループによる対

象特性別集団と個人

の栄養教育実施と相

互評価 

5-①集団・個人の栄養教育のプレゼ

ンテーションが実施できる。 

5-②集団・個人の栄養教育実施に対

する相互評価・意見交換ができる。 

5-③栄養教育のプレゼンテーション

について相互評価後の改善ができ

る。 

５．実習課題の題材別のルーブリック表 

管理栄養士課程の専門科目で、本科目以外の実習科目に

ルーブリック評価を用いた先例 14）があり参考とした。こ

の例は全ての課題についてグループ討論を行い、発言を重

視していた。様式は、目標，ルーブリック表，内容，ワー

クシートなどで構成されルーブリック表の｢評価尺度｣は

３段階であった。本実習では５段階尺度を使用してきた

経緯と、３段階は優劣をつけ難い場合に中間を選ぶのでは

ないかと考えたので、やや良い、やや悪いも評価できる

５段階でルーブリック表を試案した。表４の実習題材の

目標（1-①～5-③）別に表５に示す。尚、表４の｢5-①集

団・個人の栄養教育のプレゼンテーションが実施できる｣

については、表３の①～④に示したので表５から外した。 

表４の実習題材の｢ねらい(～ができる)｣という表現は、

表５の題材別ルーブリック表の評価観点に転記し、｢評価

基準｣を1～５の尺度に合わせて客観的な表現に配慮した。 

３点は中間とし２点,１点は減点に、４点,５点は加点

の表現とした。仮に５点が目指す資質能力(知識・技能・

態度)とすると３点は、６割の能力となる。３点は実習科

目の到達度の最低ラインと解釈するなら、題材別に評価

尺度３点以上の評価を積み重ねていくことになる。 

 

表５．実習課題の題材別のルーブリック表 

１-①６・６式討議 
評価観点 

 

評価尺度 

集団の食生活データを評価し、6･6 式討議により

食事改善のための教育方法を提案できる。 

1 集団の食生活データを評価でき、改善方法を思

いつくことができない。 

2 集団の食生活データを評価でき、改善方法をい

くつか思いつく。 

3 

 

集団の食生活データを評価でき、改善方法を思

いつき、教育方法を考えることができる。 

4 

 

集団の食生活データを評価でき、改善方法をい

くつか提案ができ、教育方法を考えて意見交換

ができる。 

5 

 

集団の食生活データを評価でき、改善方法をい

くつか提案ができ、教育方法を考え意見交換で

き、意見をまとめることができる。 

 

①-2.食事記録･問診・生活行動等の分析 

評価観点 

 

評価尺度 

食事記録･問診・生活行動等について分析し活用

できる。 

1 食事記録･問診・生活行動等について分析する内

容を理解できない。 

2 食事記録･問診・生活行動等について分析する内

容の一部を理解している。 

3 

 

食事記録･問診・生活行動等について分析する内

容を理解している。 

4 

 

食事記録･問診・生活行動等について分析する内

容を理解し、一部を活用することができる。 

5 

 

食事記録･問診・生活行動等について分析する内

容を理解し、全てを活用することができる。 
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1-③測定・調査、食事摂取基準値等の活用 

評価観点 

 

評価尺度 

測定・調査、食事摂取基準値等を理解し活用で

きる。 

1 測定・調査、食事摂取基準値等の内容を理解で

きない。 

2 測定・調査、食事摂取基準値等の内容の一部を

理解している。 

3 

 

測定・調査、食事摂取基準値等の内容を理解し

ている。 

4 

 

測定・調査、食事摂取基準値等の内容を理解し

一部を活用できる。 

5 

 

測定・調査、食事摂取基準値等の内容を理解し

活用できる。 

 

2-①. 集団の栄養教育計画作成 
評価観点 

 

評価尺度 

集団の対象者の特性を理解し栄養教育計画を作

成することができる。 

1 集団の対象者の特性を理解し栄養教育計画を作

成することができない。 

2 集団の対象者の特性を理解し栄養教育計画の一

部を作成することができる。 

3 

 

集団の対象者の特性を理解し栄養教育計画を作

成することができる。 

4 

 

集団の対象者の特性を理解し栄養教育計画を作

成し、一部を説明できる。 

5 

 

集団の対象者の特性を理解し栄養教育計画を作

成し、全てを説明できる。 

 

2-②集団の栄養教育の教材作成と活用 
評価観点 

 

評価尺度 

集団の対象者の栄養教育計画に沿った教材を作

成し活用することができる。 

1 集団の対象者の栄栄養教育計画に沿った教材を

作成することができない。 

2 集団の対象者の栄養教育計画に沿った教材の一

部を作成することができる。 

3 

 

集団の対象者の栄養教育計画に沿った教材を作

成することができる。 

4 

 

集団の対象者の栄養教育計画に沿った教材を作

成し、一部を活用できる。 

5 

 

集団の対象者の栄養教育計画に沿った教材を作

成し、活用できる。 

 

3-①栄養カウンセリングの役割演技 
評価観点 

 

評価尺度 

栄養カウンセリングの場面で栄養士の役割演技

ができる。 

1 栄養カウンセリングの場面で栄養士の役割演技

について理解ができない。 

2 栄養カウンセリングの場面で栄養士の役割演技

について一部を理解している。 

 

3 

 

栄養カウンセリングの場面で栄養士の役割演技

について理解し、シナリオを使えば演じること

ができる。 

 

4 

 

栄養カウンセリングの場面で栄養士の役割演技

について理解し、自分の言葉で一部を演じるこ

とができる。 

 

5 

 

栄養カウンセリングの場面で栄養士の役割演技

について内容を理解し、自分の言葉で演じるこ

とができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-②栄養カウンセリングの栄養教育の教材作成と活用 
評価観点 

 

評価尺度 

栄養カウンセリングの栄養教育教材を作成し活

用することができる。 

1 栄養カウンセリングの栄養教育教材を作成する

ことができない。 

2 栄養カウンセリングの栄養教育教材の一部を作

成することができる。 

3 

 

栄養カウンセリングの栄養教育教材を作成する

ことができる。 

4 

 

栄養カウンセリングの栄養教育教材を作成し、

一部を活用できる。 

5 

 

栄養カウンセリングの栄養教育教材を作成し、

活用できる。 

 

4-①集団・個人のアセスメント情報を収集・分析（グル

ープ） 
評価観点 

 

評価尺度 

集団・個人のアセスメント情報の収集・分析が

グループでできる。 

1 集団・個人のアセスメント情報の収集・分析が

理解できず、グループに説明できない 

2 集団・個人のアセスメント情報の収集・分析を

理解し、グループに説明ができない。 

3 

 

集団・個人のアセスメント情報の収集・分析を

理解し、グループに説明ができる。 

4 

 

集団・個人のアセスメント情報の収集・分析を

理解し、グループに十分な説明ができる。 

5 

 

集団・個人のアセスメント情報の収集・分析を

理解し、グループに説明し意見交換ができる。 

 

4-②集団・個人の栄養教育プログラムと教材作成の意見

交換（グループ） 
評価観点 

 

評価尺度 

集団・個人の栄養教育プログラムと教材作成の

意見交換がグループでできる。 

1 集団・個人の栄養教育プログラムと教材作成が

理解できず、意見交換ができない。 

2 集団・個人の栄養教育プログラムと教材作成の

一部を理解し、意見交換が少しできる。 

3 

 

集団・個人の栄養教育プログラムと教材作成を

理解し、意見交換ができる。 

4 

 

集団・個人の栄養教育プログラムと教材作成を

理解し、十分な意見交換ができる。 

5 

 

集団・個人の栄養教育プログラムと教材作成を

理解し、十分な意見交換とまとめができる。 

 

4-③集団・個人の栄養教育教材作成(グループ） 
評価観点 

 

評価尺度 

集団・個人の栄養教育教材をグループで作成で

きる。 

1 集団・個人の栄養教育教材作成を理解できず、

グループで作成ができない。 

2 集団・個人の栄養教育教材作成の一部を理解し、

グループで作成する一部ができる。 

3 

 

集団・個人の栄養教育教材作成を理解し、グル

ープで作成ができる。 

4 

 

集団・個人の栄養教育教材作成を理解し、グル

ープで十分な作成ができる。 

5 

 

集団・個人の栄養教育教材が作成の内容を理解

し、グループで作成し指示やまとめができる。 

 

 

 

 

 

122



 
平光美津子 

 

5-②集団・個人の栄養教育実施に対する相互評価・意見

交換 
評価観点 

 

評価尺度 

集団・個人の栄養教育実施に対する相互評価・

意見交換ができる。 

1 集団・個人の栄養教育実施に対する相互評価・

意見交換の内容を理解できない。 

2 集団・個人の栄養教育実施に対する相互評価・

意見交換の内容の一部を理解している 

3 

 

集団・個人の栄養教育実施に対する相互評価・

意見交換の内容を理解し自分の意見が言える。 

4 

 

集団・個人の栄養教育実施に対する相互評価・

意見交換の内容を理解し意見交換ができる 

5 

 

集団・個人の栄養教育実施に対する相互評価・

意見交換の内容を理解し意見交換ができ、発展

的な提案ができる 

 

5-③相互評価後の改善 
評価観点 

 

評価尺度 

栄養教育のプレゼンテーションについて相互評

価後の改善ができる。 

1 相互評価後の改善内容を理解できない。 

2 相互評価後の改善内容の一部を理解している。 

3 相互評価後の改善内容を理解している。 

4 

 

相互評価後の改善内容を理解し、改善策を説明

できる 

5 相互評価後の改善内容を理解し、改善策を具体

的に説明できる。 

 

 

６. 今後の課題 

栄養教育論実習の｢実習課題の題材別のルーブリック

表｣の様式(表５)を作成するために留意したことは、｢評

価基準｣について、｢評価観点｣のねらいと一致させながら

1～５の評価尺度に照合させる意図を含み、客観的な表現

に配慮したことである。学習者が主観的に判断しがちな

自己評価は、「評価基準｣があると明確で公正な評価に繋

がるのではないかと考える。しかし、｢評価観点｣のねら

いに複数の要素を入れていると、どれに重点を置いて評

価するのか不明瞭となる。また、グループで行う題材の

場合は個人のワークの場合と異なり、協調性・発展性・

主体性の要素が加わるので｢評価観点」をさらに区別する

必要があるという課題が残った。 

実習では講義で得た知識に加えて思考力や判断力が必

要なので、講義内容の復習を並行して知識の維持を支援

しながら進めていきたい。知識の上に実習科目の技能が

加わり、得た技能の到達度を自己評価することは学習者

にとって重要と考える。学習者が評価観点と評価基準の

説明をどのように解釈するかについても関係するので、

授業担当者が求める達成度と学習者が身に付けたものと

が一致して成立するものと考える。実際にルーブリック

評価表を使用し、運用する際の問題点を継続して探って

いきたい。 
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